
（２）指導の重点・努力点 

 ①一人一人の幼児理解を深め、指導と評価の充実に努める。 
 ②小学校教育への滑らかな接続を図る。 
 ③家庭・地域社会等の連携を深めるとともに、幼稚園の施設や機 
    能を活用して人間性豊かな子を育てる。 
 ④自発性を引き伸ばし肯定感や自信を持たせ考える力を育成する。 

 
（４）望ましい幼児像 

   ①創意工夫し、物事に意欲的に取り組む子＜やる気いっぱい＞ 
 ②心豊かで、人との関わりを進んで楽しむ子＜やさしさいっぱい＞ 
 ③健康で生き生きと活動する子＜元気いっぱい＞ 
 ④あいさつ・返事・ありがとうが進んで言える子 
 
（５）期待される教師像 

 ①幼児理解を深め、一人一人の思いに気づく教師 
 ②礼儀正しく人間味あふれる教師 
 ③豊かな感性と発想に満ち、園児を支え導く教師 
 ④自己研修や指導意欲に溢れた教師 
 ⑤保護者・地域と共に園児の学びに向かう力を育てる教師 
  
（６）本年度研究課題 

「家庭・地域と一体となり、自発性を引き延ばす指導」 
    ―特別支援教育の充実をめざして― 

１ 沿革の概要 

（１）教育目標 
 

・あかるく 
  
・やさしく 
 
・たくましく 

４ 職員構成及び学級編成 

令和２年5月1日現在  (園児数 ４歳児１９名、５歳児２０名） 

２ 教育計画 

３ 年間計画 

昭和５４年 ４月 深谷市立上柴西幼稚園開園（上柴西小学校の       
           ３教室を使用） 
昭和５５年 ２月 園舎新築工事完成（保育室５ 集会室 物置付  
           帯工事） 
昭和５５年 ４月 １年保育５歳児５学級編成となる。園内植樹 
昭和５５年  １１月 記念誌（麦笛）発行 
昭和５７年 ３月 桜２５本植樹 
昭和５８年 ５月 ポール設置 
昭和５９年 ４月 砂場水道設置 
昭和６０年  １２月 市教委委嘱研究発表「ごっこ遊び」 
昭和６１年 ９月 兎小屋設置 
平成 1年   ４月 園児服制定 
平成 ３年 ６月 掲示板設置 
平成 ６年  １０月 こどもの家（ままごと用小屋）設置 
平成 ６年  １１月 市教委委嘱研究発表「地域環境を生かした幼 
                       稚園教育のあり方」 
平成１０年  １１月 深谷市立上柴西幼稚園創立20周年記念式典挙行 

平成１２年      ４月 ２年保育開始、東側物置設置 
平成１２年  １０月 県教委・市教委・県交通安全対策研究協議会  
                       研究発表「学校安全教育」 
平成１７年 ７月 第５２回全国国公立幼稚園研究協議会埼玉大 
                       会研究発表「健やかな心と体つくり」 
平成１８年 ４月 専任園長制導入 
平成２０年  １１月 深谷市立上柴西幼稚園創立30周年記念式典挙行 

平成２２年  １１月 埼玉県教育メディア活用研究大会研究発表 
平成２３年 ３月 フレンドカップ遊具設置 
平成２３年 ３月 築山修繕  
平成２６年 １月 保育室ロッカー修繕（きりん．こあら．さくら組） 
平成２６年 ５月 エアコン設置（きりん．こあら．さくら組 
平成２８年 ４月 園舎内に学童室設置（２階東側）並びに開設 
平成２９年 ２月 築山・逆上がり補助器基礎補修 
平成３０年 ８月 東側・南側道路側の樹木剪定 
平成３０年 ９月 東側ブロック塀地震対応による改修工事 
平成３１年 ３月 遊具撤去(ジャングルジム・雲梯)築山補修工事 
令和元 年   １月 雲梯新規設置 

（３）経営方針 

明るいあいさつ、元気な返事、心も体も豊かな上柴っ子の育成 
○保護者・地域と一体となり元気な子、元気な園、元気な地域を目指す。   
○園児一人一人が幼児期にふさわしい環境の中、安心感や期待感、満足               
  感や充実感を得て、健康で心豊かな子を育てる。 
 ①園の教育目標の実現を目指す幼稚園経営 
 ②創意工夫を生かした教育課程の編成・実施・評価 
 ③全職員協力体制の充実 
 ④研修を充実しより質の高い指導力を向上 
 ⑤小学校、保育所、家庭、地域社会との積極的な連携 


